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名古屋大学AirCraftの概要

活動内容：人力飛行機の製作と運用

目標：鳥人間コンテストへの出場と優勝

創設：1998年

顧問：岩川輝

現役チーム人数：24人

活動場所：全学教育棟A館裏共同利用施設1階
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鳥人間コンテスト

「テレビ番組制作を目的とした

自作人力飛行機による飛行距離および飛行時間を競う大会」

大会実行委員会：読売テレビ

時期：毎年7月下旬

場所：琵琶湖東岸 滋賀県彦根市松原水泳場

名古屋大学AirCraftの概要

引用元：鳥人間コンテストHP
http://www.ytv.co.jp/birdman/
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【滑空機部門】

• 機体は自作による人力飛行機であること。

• プラットホームの高さは水面から10メートル。

助走路は10メートルで、傾斜角は3.5度の扇形

• プラットホームの先端から

着水した機体の最後尾までの飛行距離を競う。

【人力プロペラ機部門】（2018年度ルール改定）

• 機体は自作による人力飛行機であること。

• プラットホームの先端から

着水した機体の最後尾までの飛行距離を競う。

• 南ルート（沖島ポイント）と

北ルート（竹生島ポイント）に設置した

２つのチェックポイントを通過して

再びプラットホームを目指す。

• 帰還した場合の記録は60ｋｍとする。
引用元：鳥人間コンテストHP
http://www.ytv.co.jp/birdman/
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2018年度プロジェクト活動報告
①鳥人間コンテストの出場について

仕様書とコンセプト書による書類選考

→結果は落選（運営からの理由等のリマインドはなし）

仕様書の例 コンセプト書の例
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2018年度プロジェクト活動報告
②落選後の活動について

目標の再設定

「機体性能の確認と次年度への引継ぎ」
＊新規導入予定だったアラミドモノコックプロペラ製作は次年度へ持ち越し

→試験飛行での飛び切り飛行達成でプロジェクト終了

2018年度機体”Zephyranthes”
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飛び切り飛行（2018/7/14）

（ここに飛び切り飛行の動画）
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2019年度プロジェクトについて
①VRフライトシミュレーター

製作：OB、18年度部員
…前例のない人力飛行機の操縦訓練を目的としたVRシミュレーター
試験飛行場や鳥人間コンテスト会場を再現
機体の写真からモデルを作り、諸元を入力することで、実物を再現可能
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2019年度プロジェクトについて
②あいち航空ミュージアムでの機体展示

コンセプト：「人力飛行機体感展示」

期間：9/19～9/24

内容：機体、他機体部品を展示・説明

VRシミュレーターの体験

人力飛行機クイズの開催
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2019年度プロジェクトについて
③プロジェクト目標とコンセプト

【目標】

鳥人間コンテスト人力プロペラ機部門優勝

【機体コンセプト】

「鳥人間コンテスト新時代を創る人力飛行機」

… ・人力飛行機の常識を打ち破る！高速かつ超低出力！

・琵琶湖の風を懐柔する！高い操縦性と外乱耐性！

【機体諸元】

• 定常機速

• 必要パワー

• 機体重量

• スパン

2018年 Zephyranthes

8.8[m/s]
215[W]
32[kg]

28800[mm]

2019年 Aeolus

8.0[m/s]
195[W]
35[kg]

31800[mm]



Zephyranthes
Project 2018

2019年度プロジェクトについて
④アラミドモノコックプロペラ製作

• 従来のプロペラ
バルサ材

CFRP製の桁

• 開発中のプロペラ
アラミド-ロハセルサンドイッチ材

セミモノコック構造

(※イメージ)
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2019年度プロジェクトについて
④アラミドモノコックプロペラ製作

利点

• CNCフライス加工機による雌型の作成

→個人の技量に左右されない精度が出せる

• 積層構成や積層数を変えられる

→強度・剛性を自由に変えられる

• 外皮に高い引張強度を持つアラミド(ケブラー)繊維を使用

→安全性の向上
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2019年度プロジェクトについて
④アラミドモノコックプロペラ製作

捩り試験による材料選定

コア材 ：ロハセル ペーパーハニカム

捩れ剛性は使用条件下で同等

ロハセルの方が表面がきれい

→ロハセルの使用を決定
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2019年度プロジェクトについて
④アラミドモノコックプロペラ製作
テストピース製作

手順
・試験用雌型（MDF製）に離型処理を施す
・アラミド→ロハセル→アラミドの順に積層
・前縁と後縁部にカーボンクロスを部分積層
・エポキシ樹脂を含侵させた後
・真空引きしながら30度程度で安置
・脱型しトリミングをした後エポキシ樹脂と
発泡ウレタンで上面と下面を張り合わせる

結果
以上の手順で製作可能と確認できた

問題点
・形状：前縁部の空隙
・表面：繊維の凹凸が若干ある
・構造：縦通材、リブが必要
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資金の使途

経費区分 品目等 単価(円) 数量 金額 (円)

物品費

設備備品 0

消耗品 Rohacell IG-51 22,100 8 176,800

設備使用料 0

旅費 0

その他 0

合計 176,800
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ご清聴ありがとうございました


